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(54)【発明の名称】 癌組織摘出手術用の立体視システム

(57)【要約】
【課題】  ５－ＡＬＡの蛍光染色を利用した色別性を高
めて、癌組織の完全な除去手術を可能にする癌組織摘出
手術用の立体視システムを提供する。
【解決手段】  ５－ＡＬＡを使った蛍光染色による癌組
織の同定画像を、手術顕微鏡１のハイビジョンカメラに
よる実野像に合成して表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】 顕微鏡又は内視鏡と、顕微鏡又は内視鏡
からの左右の像を立体的に撮影する２つのハイビジョン
カメラと、顕微鏡又は内視鏡と同じ視野の中から５－Ａ
ＬＡを吸収した癌組織の蛍光染色を撮影するセンサーカ
メラと、ハイビジョンカメラの片方とセンサーカメラと
を切替える切替手段と、を有する立体撮像系と、
センサーカメラの映像を保持してハイビジョンカメラの
映像に合成するセンサー映像合成系と、
ハイビジョンカメラの映像、センサーカメラの映像、セ
ンサーカメラの映像を合成したハイビジョンカメラの映
像を表示可能な立体映像表示系と、
から構成される癌組織摘出手術用の立体視システム。
【請求項２】  請求項１記載の癌組織摘出手術用の立体
視システムであって、
切替手段が、片方のハイビジョンカメラとセンサーカメ
ラとを顕微鏡又は内視鏡に取付けるアダプター内に設置
された可動ミラーであることを特徴とする癌組織摘出手
術用の立体視システム。
【請求項３】  請求項１又は請求項２記載の癌組織摘出
手術用の立体視システムであって、
センサー映像合成系において、立体映像表示系で表示さ
れる立体映像に関連する医療情報を含む映像も合成する
ことを特徴とする癌組織摘出手術用の立体視システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、癌組織摘出手術用
の立体視システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】悪性腫瘍などの「癌」は、ＭＲＩ・ＣＴ
などにより、事前の検査で診断できるが、実手術におけ
る顕微鏡又は内視鏡の視野では、癌組織を視覚により明
瞭に区別ができず、手術操作による組織の移動もあるの
で、癌組織の同定が困難である。従って、１回の手術で
癌組織の完全な除去ができず、再手術が必要になる場合
がある。
【０００３】そこで、既に発表されている５－ＡＬＡ
（5-Aminolevulimic  Acid）を使った蛍光染色により癌
組織を正確に色で同定して、手術中における癌組織の状
態を逐次正確に把握することが考えられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな５－ＡＬＡを使った蛍光染色による癌組織の観察
も、通常のテレビモニタで行ったのでは、解像度の低さ
による画像情報の少なさや、映像の色再現性の劣化等に
より、５－ＡＬＡの蛍光染色を利用したことによる本来
の色別性が十分に発揮されないため、現在５－ＡＬＡの
蛍光染色を利用した癌組織の観察に最適な立体視システ
ムの提案が待たれている。
【０００５】本発明は、このような実情に鑑みてなされ
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たものであり、５－ＡＬＡの蛍光染色を利用した色別性
を高めて、癌組織の完全な除去手術を可能にする癌組織
摘出手術用の立体視システムを提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明に係る癌組織摘出手術用の立体視システム
は、顕微鏡又は内視鏡と、顕微鏡又は内視鏡からの左右
の像を立体的に撮影する２つのハイビジョンカメラと、
顕微鏡又は内視鏡と同じ視野の中から５－ＡＬＡを吸収
した癌組織の蛍光染色を撮影するセンサーカメラと、ハ
イビジョンカメラの片方とセンサーカメラとを切替える
切替手段と、を有する立体撮像系と、センサーカメラの
映像を保持してハイビジョンカメラの映像に合成するセ
ンサー映像合成系と、ハイビジョンカメラの映像、セン
サーカメラの映像、センサーカメラの映像を合成したハ
イビジョンカメラの映像を表示可能な立体映像表示系
と、から構成されるものである。
【０００７】本発明によれば、５－ＡＬＡを使った蛍光
染色による癌組織の同定画像を、顕微鏡又は内視鏡のハ
イビジョンカメラによる実野像に合成して確認するた
め、癌組織の色区別性が高まる。従って、術中における
癌組織を逐次正確に把握できるようになり、正常な組織
を傷つけることなく、１回の手術で過不足なく癌組織だ
けを確実に除去することができる。
【０００８】このように、術中に５－ＡＬＡを使った癌
組織の映像を、正確な手術部位のナビゲーション情報と
して合成表示することにより、癌組織を完全に除去でき
ようになるため、手術の正確性・安全性を高めることが
できる。また、患者の身体的ダメージを最小限にでき、
手術予後の改善、術後合併症の抑制効果により、患者が
早期に回復できるため、入院期間が短縮し、結果的に医
療費の抑制効果も期待される。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施形態を
図面に基づいて説明する。
【００１０】この実施形態に係る癌組織摘出手術用の立
体視システムは、立体撮像系Ａと、センサー映像合成系
Ｂと、立体映像表示系Ｃとから構成されている。
【００１１】立体撮像系Ａは、手術顕微鏡１と、２つの
ハイビジョンカメラ２、３と、センサーカメラ４と、２
つの光学アダプター５、６と、切替器７とから成る。手
術顕微鏡１は、微細で正確な治療を必要とする脳神経外
科等の手術において用いられる双眼顕微鏡である。
【００１２】２つの光学アダプター５、６は、手術顕微
鏡１の左右に設けられた２つの側視鏡の光路にそれぞれ
設けられている。この２つの光学アダプター５、６を介
して、左目（Ｌ）用のハイビジョンカメラ２と、右目
（Ｒ）用のハイビジョンカメラ３が取付けられている。
２つのハイビジョンカメラ２、３は、例えば縦横比Ｖ：
Ｈが９：１６用のものであり、接続された光学アダプタ
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ー５、６からの左目、右目用の映像を、それぞれがＶ：
Ｈ＝９：８の２つの像を接合した１つの映像信号として
撮像することができる。
【００１３】そして、センサーカメラ４は、右目用の光
学アダプター５に切替器７を介して接続されている。こ
のセンサーカメラ４は、手術顕微鏡１の焦点位置に特定
波長の励起光を照射して、その視野内における５－ＡＬ
Ａを吸収した癌組織の蛍光映像をフィルターを介して撮
影するものである。このセンサーカメラ４による撮影
は、切替器７内の可動ミラー８の角度を切替えることに
より逐次行われる。
【００１４】立体映像表示系Ｃには、Ｒ・Ｌハイビジョ
ンカメラ立体映像合成回路基板を具備したハイビジョン
液晶モニター９が備えられている。このハイビジョン液
晶モニター９で、送られてきた信号に応じた表示を行う
ことにより、横長の表示画面（Ｖ：Ｈ＝９：１６）を左
右にほぼ２分割した画面領域に、左右それぞれの視差を
持った映像が形成される。
【００１５】センサー映像合成系Ｂにはコンピュータ１
０が備えられ、センサーカメラ４のための蛍光映像画像
処理回路・ソフト、蛍光映像合成回路、逐次制御システ
ムが具備されており、センサーカメラ４からの蛍光映像
を保持して、必要な時にハイビジョンカメラ２、３から
の映像信号に合成できる。また、コンピュータ１０で
は、ＣＴやＭＲＩの映像、経過映像、ＣＧ映像、超音波
ナビゲーターによる超音波誘導映像等の医療情報１１
も、ハイビジョンカメラ２、３からの映像信号に合成で
きるようになっている。
【００１６】この実施形態に係る癌組織摘出手術用の立
体視システムは、以上のような構成をしているため、ハ
イビジョンカメラ２、３で撮像された立体映像中に、セ
ンサーカメラ４で逐次撮影した映像を立体映像として合
成し、ハイビジョン液晶モニター９上に表示することが
できる。
【００１７】ハイビジョン液晶モニター９の立体視の方
法には、補助装置を使わない裸眼による方法と、「立体
視ビューア」と称される観察補助装置による方法があ
る。裸眼視による立体視には平行法と交差法があり、平
行法では左目用像を左側に、右目用像を右側に配置し、
逆に交差法では左目用像を右側に、右目用像を左側に配
置するようにする。これを実現する方法としては、光学
アダプター５、６内に設けられているレンズやミラー、
或いはハイビジョンカメラ２、３自体を回転させて行う
機械系の方法と、フレームメモリと映像合成装置などを
使う電子系の方法とがある。
【００１８】いずれにしても、５－ＡＬＡを使った蛍光
染色による癌組織の同定画像を、手術顕微鏡１の実野像*
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*に合成して確認することができるため、癌組織の色区別
性が高まり、術中における癌組織を逐次正確に把握でき
るようになる。従って、正常な組織を傷つけることなく
１回の手術で過不足なく癌組織だけを確実に除去するこ
とができる。
【００１９】しかも、必要により、ＣＴやＭＲＩの映
像、経過映像、ＣＧ映像、超音波ナビゲーターによる超
音波誘導映像等の医療情報１１も合成することができる
ため、更に底侵襲で効率的な手術ができ、手術時間が短
縮される。
【００２０】また、手術顕微鏡１の接眼部を覗いて観察
するのではなく、ハイビジョン液晶モニター９に表示し
て観察するため、主術者は無理のない楽な姿勢で手術を
行うことができ、主術者側における肉体的負担も軽減す
ることができる。
【００２１】尚、以上の実施形態では、手術顕微鏡１を
例にしたが、本発明は立体視を必要とする内視鏡に適用
することも可能である。また、ハイビジョン液晶モニタ
ー９を、ハイビジョンのＣＲＴモニターに代えても良
い。更に、センサーカメラ４や切替器７は、一方のハイ
ビジョンカメラ３と別体である必要はなく、このハイビ
ジョンカメラ３の内部に一体的に組み込んでも良い。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、５－ＡＬＡを使った蛍
光染色による癌組織の同定画像を、顕微鏡又は内視鏡の
ハイビジョンカメラによる実野像に合成して確認するた
め、癌組織の色区別性が高まる。従って、術中における
癌組織を逐次正確に把握できるようになり、正常な組織
を傷つけることなく、１回の手術で過不足なく癌組織だ
けを確実に除去することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施形態に係る癌組織摘出手術用
の立体視システムを示す図である。
【符号の説明】
１  手術顕微鏡
２、３  ハイビジョンカメラ
４  センサーカメラ
５、６  光学アダプター
７  切替器
８  可動ミラー（切替手段）
９  ハイビジョン液晶モニター
１０  コンピュータ
１１  医療情報
Ａ  立体撮像系
Ｂ  センサー映像合成系
Ｃ  立体映像表示系
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